































































































































































































































































































1906年丙午 明治39年 教育宗旨 子学校校長兼深川女子技藝学校校長、学習院女子
部嘱託、櫻蔭會主事、評議
口
1911年辛亥／以下中華民国 明治44年
蒙養院が「蒙養園」に改称。女子師範学
校に附属蒙養園の設置が義務化、国民
学校に蒙養園の附設ができるようになる
貝 「小学校令施行規則」一部改正。幼稚園が長
時間保育を行う託児所機能を持つことが承認
され、幼稚園教育が大衆化されていく。
1916年～1920
年
丙辰～庚申 大正5年～大正9年
東京私立美術学校主監兼
佐藤高等女子学校校長に
就任
「学制系統改革案」を発布し、「幼稚園は
1921年辛酉 大正10年 6歳以下の児童を収容する」とし、幼稚園を学校制度の一段階として正式に位置
付けていた。
東京私立文華高等女子学
校（十文字学園の全身）を
1922年壬戌 大正11年 十文字こと、斯波安と設立
し、校長に就任に昭和9年
に引退
陳鶴琴より南京高等師範学校で幼児教
1923年癸亥 大正12年 育に関する一連の実験に着手し、幼稚
園の「中国化」を目指す。
陳鶴琴より南京高等師範学校で幼児教
1925年乙丑 大正14年 育に関する一連の実験に着手し、幼稚
園の「中国化」を目指す。
1926年丙寅 大正15年 文部省「幼稚園令」施行、幼保一元化の提言の最初のきざし
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野みちゑの経歴と著書からは、幼児教育の専門家というよりむしろ女子教育の専門家としての
人物像が浮かび上がる。櫻蔭會史においても、「人となり沈着大量、事をなすに思慮深く最も
常識に長じ然諾を重んじた」と評価されていた。戸野みちゑは大局的視野に立って制度を構築
したり、学校を運営していくといった面において優れた才能と実力の持ち主であったと思われ
る。中国においてわずか2年間幼稚園及び女学堂の運営にあたりながら幼児教育の制度作りに
も参画するなど、幼児教育の基礎作りに取り組んだという実績は、彼女が持っているこのよう
な教育者として学校経営者としての才能と実力の表れかも知れない。
　戸野みちゑは清国の近代化教育改革の初期段階に清国に渡っていたが、その後多くの日本人
の師範学校や保栂養成所の卒業生が清国に渡り、清国の保栂養成校と幼稚園の運営にあたって
いた。清国末期の中国幼稚園教育における日本人教習の役割は大きかった。戸野みちゑが渡清
した1903年には渡清した日本人教習は11名という記録がある。全盛期となる1909年あたりで
は、600名以上の日本人教習が中国で活躍していたとも言われているが、そのうち女性が23名
を占めており、保栂養成を担当している教習が7名いた（江，1983）。「女子師範学堂章程」の
頒布により、幼稚園に保栂養成校を附設する以外に、保栂養成校に附属幼稚園を設置する場合
があるが、1905年に開設した湖南省長沙蒙養院には春山雪子、佐藤操子が、同じく1905年に開
設した天津厳氏蒙養院には大野玲子が、京師第一蒙養院保栂科には東京府女子師範学校出身の
加藤貞子が、湖北女子師範学堂附属小学校幼稚園保栂科には戸野みちゑと共に湖北幼稚園の運
営に当たっていた武井ハツと佐藤ミサヲなどがいた。中には戸野みちゑのように蒙養院にいな
がら女子学堂の教習の職務を果たす者もみられた。当時の日本人教習の報酬は、大学卒業で平
均300円、高等師範学校卒業で200円程度で、相場としてほぼ日本の3倍にあたったといわれて
いる（阿部，1990）。その後、徐々に日本の保姻養成所あるいは師範学校の留学を経て清国に戻
り、幼稚園教育及び保栂養成に従事する中国人が出てくるようになった。日本の保栂養成所で
の留学を経て上海の務本女塾に附設されている幼稚舎を経営していた呉朱哲がその代表的な例
である。
　これらの経緯をみると、清国の幼稚園教育の初期段階において日本人教習が幼稚園教育と保
栂養成、幼稚園教育制度の確立において大きな役割を担っており、幼児教育に携わる中国人の
人材が育つまでの間、中国の幼児教育を支えてきたことが分かる。
　1911年、辛亥革命により、清朝から民主・共和の中華民国時代に入り、中国の幼稚園教育は
次の段階へと進むことになる。中華民国になって幼児教育に対して一連の改革が行われること
になる。主に幼児教育の普及、幼稚園教育の「外国化」から「中国化」、「平民化」を目指す改
革が行われ、中国の幼稚園教育が新たな発展を遂げることとなった。普及策としては、蒙養院
を「蒙養園」と改称した上で、女子師範学校に附属蒙養園の設置が義務化されると同時に、国
民学校にも附設できるようになったことが挙げられる。1921年には、「学制系統改革案」が出
され、幼稚園を初めて学校制度の一段階として正式に位置付けていた。
　幼稚園教育の「外国化」から「中国化」をめざす改革は、アメリカ留学生出身の陳鶴琴が先
頭に立って行われた。彼は外国模倣の幼稚園を、中国の国情に適合した幼稚園教育へと改革す
ることをめざし積極的に実験を行った。カリキュラムや教材、玩具の開発に努めていたことが
中国各地に大きな反響を呼び、中国化をめざす幼稚園教育改革が全国各地で積極的に行われる
38
ようになった。幼稚園教育の「平民化」をめざす代表的な人物として陶行知が挙げられる。彼
は陳と同じくアメリカ留学の経験を持っている。彼は、幼稚園を都市から農村に移す「平民的」
郷村教育運動を推進し、多くの幼児教育関係者に感銘を与えていた。彼らが留学していた当時
のアメリカでは、フレーベルによる象徴主義や恩物を批判し、現実的な生活における子どもの
自発的な活動が想像力を高め、経験の再構築になるというデューイによる活動中心的理論の基
礎が作られ、新教育時代に入っていた頃である。陳と陶は二人ともデューイの弟子で、彼らは、
幼稚園教育が変革期を迎えたこの時期、日本をモデルとして形成された中国初期の幼稚園教育
をすべて否定していたわけでなく、フレーベルの教授法を中心に置いた日本の幼稚園教育をも
とに基本が作られたことを認めた上で、民族性と国情にあった幼稚園教育であるべきと主張し
ながら、新教育を目指す幼稚園教育改革を行っていた。
　戸野みちゑを始め多くの日本人教習が日本の近代幼稚園教育を中国に紹介し、それを中国で
実際に実践に移したことで、中国の専ら子どもの養育を家庭で行うものだという伝統から、社
会の公的機関が分担して子どもの養育機能を担うという幼児教育観に変化をもたらすことがで
きたと考えられる。日本の幼稚園教育を中国に持ち込み中国の幼稚園教育の基礎づくりに尽力
した戸野みちゑを始め、多くの日本人教習の功績は大きかったと言える。
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